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おおさか自治体の仲間　2013年２月15日　第289号 ２３ 2013年２月15日　第289号　おおさか自治体の仲間

今月のキーワード今月のキーワード
2012年版ジェンダー・ギャップ指数（GGI）

　建物内での室内空気汚染に由来する様々な健康障害を総称して、「シックハウス症候群」と呼びます。化
学物質を含有・添加した新建材が多用され、そこから揮発する化学物質によって室内空気が汚染されてしま
っています。壁紙、接着剤、合板、塗料などあらゆる建材が室内空気汚染の原因になっています。

今月のキーワード今月のキーワード
シックハウス症候群

　GGIは、経済。教育、健康、政治の４分野で14の指標を数値化し、０から１で示され、１は完全平等、０
は完全不平等を意味します。日本は「総合」で101位ですが、「健康」の分野では「健康平均余命」が１位
で、順位は34位です。日本国民は、男女とも健康で長寿だということです。
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吹
田
市
労
連
は
、
労
働
者

の
い
の
ち
と
健
康
、
権
利
を

守
る
取
り
組
み
を
重
要
な
課

題
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
ま

し
た
。

　

今
か
ら
11
年
前
に
、
図
書

館
改
修
工
事
を
き
っ
か
け
に

全
員
が
発
症
し
た
化
学
物
質

過
敏
症
の
労
災
・
公
務
災
害

認
定
を
求
め
る
シ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
裁
判
闘
争
は
、
昨
年
末
に

大
阪
地
裁
が
請
求
棄
却
の
不

当
判
決
を
下
し
ま
し
た
。
原

告
全
員
が
た
だ
ち
に
控
訴

し
、
高
裁
で
の
逆
転
勝
利
に

向
け
て
た
た
か
い
の
決
意
を

固
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
よ

り
前
か
ら
た
た
か
い
を
す
す

め
て
き
た
ヘ
ル
パ
ー
の
頸
肩

腕
腰
痛
症
公
務
災
害
認
定
闘

争
は
、
い
よ
い
よ
証
人
尋
問

を
行
い
、
近
く
結
審
、
判
決

を
迎
え
ま
す
。
介
護
労
働
者

の
労
働
条
件
改
善
に
つ
な
げ

る
た
め
、
何
と
し
て
も
勝
利

を
と
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
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前
市
政
の
も
と
で
す
す
め

ら
れ
て
き
た
労
使
協
定
違
反

の
学
校
校
務
員
削
減
、
誠
実

交
渉
義
務
違
反
に
対
し
、
不

当
労
働
行
為
の
救
済
を
求
め

る
現
業
評
議
会
の
た
た
か
い

も
中
央
労
働
委
員
会
で
の
審

理
を
終
え
、
勝
利
命
令
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
維
新
市
政
の
も

と
で
急
加
速
す
る
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
に
よ
り
、
20
年
以

上
に
わ
た
っ
て
雇
用
さ
れ
て

き
た
総
合
福
祉
会
館
生
活
介

護
事
業
の
非
常
勤
職
員
２
人

が
「
泣
き
寝
入
り
は
ご
め

ん
」
だ
と
た
た
か
い
を
決
意

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

い
ず
れ
の
た
た
か
い
に

も
、
働
く
仲
間
の
支
援
を
心

よ
り
お
願
い
し
ま
す
。
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「
国
が
制
度
を
変
え
た
か
ら
」「
住

民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
…
」
各
自
治

体
当
局
は
、
４
０
０
万
円
も
の
退
職
手

当
削
減
の
申
し
入
れ
を
し
て
お
き
な
が

ら
、
合
理
的
な
説
明
が
で
き
な
い
状

態
。
１
月
末
か
ら
始
ま
っ
た
、
退
職
手

当
削
減
阻
止
の
統
一
闘
争
は
、
労
使
合

意
原
則
や
賃
金
労
働
条
件
の
一
方
的
改

悪
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
と
し
て
、
府

下
の
各
組
合
が
当
局
交
渉
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

国
と
地
方
の
公
務
員
の
賃
下
げ
は
、

民
間
賃
金
に
も
影
響
し
て
「
賃
下
げ
の

悪
循
環
」
を
加
速
さ
せ
ま
す
。
ま
た
大

阪
で
は
、
橋
下
「
維
新
の
会
」
に
よ
る

公
務
員
労
働
者
の
権
利
侵
害
が
広
が
ろ

う
と
し
て
い
る
中
で
、
団
結
権
を
守

り
、
国
の
制
度
改
悪
を
そ
の
ま
ま
地
方

自
治
体
に
持
ち
込
ま
せ
な
い
大
阪
自
治

労
連
・
衛
都
連
の
た
た
か
い
が
重
要
で

す
。
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安
倍
内
閣
は
１
月
24
日
、
臨
時
閣
議

で
12
年
人
事
院
勧
告
を
来
年
度
か
ら
実

施
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
民
主
党

政
権
で
決
め
た
勧
告
見
送
り
か
ら
一
転

し
て
、
実
施
す
る
方
針
を
新
政
権
が
決

定
し
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
閣
議
決
定
で
は
、「
給
与

臨
時
特
例
法（
賃
下
げ
法
）」
に
よ
る
国

家
公
務
員
へ
の
賃
下
げ
措
置
を
踏
ま
え

て
、「
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
速

や
か
に
国
に
準
じ
て
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
よ
う
要
請
す
る
」
と
、
地
方
公
務

員
・
教
職
員
に
賃
下
げ
を
迫
っ
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
２
０
１
３
年
度
政
府
予
算

は
、
生
活
保
護
の
生
活
扶
助
を
３
年
間

で
７
４
０
億
円
も
削
減
、
地
方
公
務
員

の
賃
金
削
減
で
地
方
交
付
税
を
４
０
０

０
億
円
削
減
。
大
型
公
共
事
業
の
ば
ら

ま
き
と
、
原
発
推
進
、
軍
事
費
の
拡
大

な
ど
財
界
と
ア
メ
リ
カ
優
先
に
な
っ
て

い
ま
す
。

たたかいに勇気あたえる「うたごえ」響くたたかいに勇気あたえる「うたごえ」響く

　第12回大阪自治労連うたごえ祭典
は、１月13日に東大阪ライティホール
で開催され、９単組、250人が参加し
ました。出演者のほとんどが大阪市思
想調査アンケート裁判原告として奮闘
し、たたかいのなかから生まれた創作
曲「スタンダップ」を歌った大阪市労
組が最優秀賞に選ばれました。優秀賞
に東大阪市職労、特別賞は藤井寺市職
労が選ばれました。

大阪市労組に最優秀賞！

図
書
館
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
労災労災
公務公務
災害災害

認
定
を

「
非
常
勤
職
員
だ
か
ら
」の
安
易
な
雇
い
止
め
Ｎ
Ｏ
！

いのち・健康・権利を守れ！吹田市労連
雇
い
止
め
に
対
し
闘
う
決
意
を
述
べ
る
藤
井
雅
子
さ
ん

（
２
０
１
２
年
11
月
４
日
の
パ
ー
ト
・
非
常
勤
・
ヘ
ル

パ
ー
・
派
遣
労
働
者
の
つ
ど
い
）

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
裁
判
判
決
報
告
集
会
（
12
月
26
日
）

退職手当の大幅削減するな！退職手当の大幅削減するな！
統一闘争で各市が交渉統一闘争で各市が交渉


